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いじめ問題に対応するスクールソーシャルワーカーの役割について
－いじめ防止プログラムの効果検証と対話マニュアルの作成－
牧野　昌哲
Ⅰ．研究の背景と目的
　子どもたちの関係の中から生じるいじめが、こ
れまでも度々自死に至る事件へと発展し、その都
度、学校や教育行政では対応に追われていた。
2011 年に起きた滋賀県大津市のいじめを受けた
子どもの自殺問題を契機に、学校や自治体、そし
て国のいじめ対策への責務を定めることを目的と
して、2013 年にいじめ対策防止推進法が成立し
た。同法において、国、都道府県、地方公共団体、
そして学校はいじめ防止に対する基本方針や、対
処についての事項を検討し、総合的かつ効果的に
いじめ防止対策を推進することが求められること
となった。また同法第 17 条において「関係機関
等との連携等」、第 18 条では「いじめ防止等の
ための対策に従事する人材の確保及び資質の向
上」が規定されていることにより、全国の地方公
共団体ではいじめ対策推進に関する計画と共に、
いじめ対策を含めた専門職の採用を活発化させて
いる。その一環として、スクールソーシャルワー
カーの増員が図られている。
　しかし現在のところ、いじめ対応に関わるス
クールソーシャルワーカーの役割は明確に示され
ておらず、増員のみの強調、そして早期発見・早
期対応の文言だけが計画されている。そこで、ソー
シャルワークの価値や倫理を踏まえたいじめへの
対応方法として修復的正義・司法・対話（以下「修
復的対話」とする）に着目し、実践を行い、効果
検証をする。効果が認められるようならばマニュ
アルを作成し、さらなる普及を目指すことが本研
究の目的である。
Ⅱ．本研究の実践報告
　本研究においては学校側の理解及び協力を踏まえ
たうえで、①コンファレンス、② RJ サークル※、
の 2 つの実施を想定している。ただし①コンファ
レンスは、いじめの加害・被害の関係が認めら
れ、なおかつ互いに関係修復に向けた意思が確認
でき、関係者の参加の同意がない限り実施するこ
とはできない。実際に、期間中にコンファレンス
の依頼はなかった。②の RJ サークルについては、
学校側の意向も踏まえた上で複数回実施すること
ができた。ここでは、期間中に実施した RJ サー
クルの概要について報告する。
※修復的対話 (Restorative Justice) においては一
般的に「サークル」と表現するが、一般的に想
起される「サークル」と差別化するため、本稿
では「RJ サークル」と称する。
（１）A 県 B 小学校
　スクールソーシャルワーカーの仲介もあり、B
小学校において過去３年にわたり道徳の授業を使
い、いじめ予防を含めた人権教育に取り組んでき
た。ただし今年度は本研究を踏まえ、従来のプロ
グラムに加え、RJ サークルを取り入れた授業を
展開した。
日時：2015 年 9 月 14-15 日（１クラス当たり２
時限使用）
対象：小学校４年生２クラス (9/14)、小学校３年
生２クラス (9/15)
内容：「子どもへの暴力防止プログラム」
（２）C 県 D 小学校
　D 小学校は、幼稚園から高等学校までを有する
私立学校である。勤務しているスクールソーシャ
ルワーカーが、クラス内で仲間はずれなどの行為
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が見られることについてクラス担任から相談を受
けたことをきっかけに、RJ サークルに取り組む
こととなった。
日時：2015 年 10 月 21 日、28 日（１時限使用）
対象：小学校２年生１クラス
内容：「安全なクラスの作り方」
（３）E 県 F 中学校
　F 中学校は、中学校と高等学校を有する私立学
校である。子どもや保護者からの強い要望があ
り、職員研修として修復的対話をテーマとして取
り上げた。職員研修の反応がおおむね好評だった
ことを受け、中学１年生の子どもたちに対して
RJ サークルに取り組むこととなった。
日時：2015 年 11 月 4 日（職員研修）、2016 年 1
月 27 日（3-4 時限使用）
対象：11/4（教職員）、1/27（中学校１年生２ク
ラス（合同））
内容：1/27「RJ サークル　色紙を使ったワーク
ショップ」
（４）スクールソーシャルワーク研究会しが連続
講座
　スクールソーシャルワーク研究会しがでは、今
年度から複数回にわたり学校で用いることができ
る修復的対話をテーマにした連続研修会を実施す
ることとなった。講習の後の時間を割いていただ
き、興味関心のある方に対して実践内容を伝え、
今後の協力を依頼した。
日時：2015 年 12 月 19-20 日
対象：受講者（教育関係者、スクールソーシャル
ワーカー、子ども支援専門職等）
内容：RJ サークルの実践について
Ⅲ．今後の展開
　前掲（１）（２）（３）とも次年度以降も継続す
ることとなる。子どもたちからのアンケートを継
続して行うと同時に、職員に対する聞き取り調査
を並行して行い、修復的対話の効果を明らかにし
ていく。また修復的対話のマニュアルを作成し、
希望する方々へ配布するなどして普及に努める。
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